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電算機による保続計算用プログラムの開発

!試験担当者

経営部経営第2科測定研究室天野正博

I！試験目的

国有林の地域施業計画編成にあたって,そこでの重要な部分をなす保続計算のシステム 

化を図ってきた。すでにシステムの内容自体については「昭和5 7年度国有林野事業特別 

会計技術開発試験成績報告書」に中間報告の形で説明をしている。その後,一部営林局で 

林業試験場のNEAC•MS- 5 〇とFACOM^M—14 〇 Fの2つのシステムを用い 

て業務レベルでの本システムの利用を図ることにより,実務担当者が利用する上で生じる 

問題点もほぼ解決でき,本システムの研究段階から実務段階への技術移転も円滑に進める 

ことができた。ただし,森林計画編成担当者にとってコンピュータの利用はそれほどなじ 

みの深いものではないので,データカードの作成やそのセッティングの場面でしばしば混 

乱がみられた。こうしたことから,本報告では本システムを利用する上で必要なデータカー 

ドの様式や,それの並べ方に重点を週いた説明を行う。

II(試験経過と得られた成果

1.データカードの作成について

データカードの様式についてはカードイメージで図示するとともに,FORTRAN 

言語での入力フォーマットを付記した。ここでフォーマット記号の「A」は文字データ 

を表わし,英数字や記号,ブランクが使われる。「I」は整数データであり全て右詰め 

で記入せねばならない。「F」は実数データを意味し,小数点以下がないときは右詰め 

で入力すれば小数点を省略できるが,左詰めの場合は必ず小数点を付ける〇「A」,FIj ,

FFjの後にある数字は,そのデータ入力に使用できる最大桁数を表わしている。また 

データを記入しない欄についてはnX (nは整数)として表現される。たとえば(A 8, 

I 7, 5X, F10.0 )ならば,文字データとしてカードの先頭から8文字,整数デー

｛崩’卩胃丁5’叩如"厂 十’"1'"十’

R字データ整数データ ’実数データI

図1一1 入力フォーマットカヾ(A8 , I 7 , 5X, F10.0)の場合のデータの順序
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タとしてその後に7桁,それから5桁とばして実数データとして1〇桁用意されている 

ことを示す。なお,本研究は,前橋営林局と名古屋営林局の保続計算方式を対象として 

作業を進めてきたが,両営林局において計算方式に多少の差異がみられた。そこでデー 

タが前橋方式,名古屋方式のいづれかにのみ必要な場合は,データ項目のところにその 

旨()書きで示してある。

2.1データセット名カード

データセットの識別を行うために,1〜8 〇桁の任意の場所に計画区名,計算年月日, 

計画編成担当者名などを記入する〇

①データセット名
80

イワキケイカクワ 1983.5.1 タントウシャ=アマノ

データのタイトル 

(A8O)

2. 2 原収極予想表のデータカード

(1)タイトル名

原収穫予想表作成のためのデータであることを示すため,左詰でゲンシュウカクヨ 

ソウヒョウと記入したカードを原収稚予想表関係データの先頭に置く 〇

②
14

ンシュウカクヨソウヒョウ

原収極予想表データの 

始まりを示すコート’ (A14)

2. 2.1 原収極予想表の名称カード

(2)原収穫予想表番号

各原収穫予想表に〇〜3 2 7 6 7までの間の任意の整数を割り当てる。必ずしも通 

し番号にすることはないが,異なる収穫予想表に同じ予想表番号を割り当てることは 

できない。つぎの管理ファイル作成の際,この番号をもとに各小グループに適用する 

収穫予想表を作成する。

⑶最高齢級

収穫予想表で生長鱼が〇となる齢級,つまりそれ以降は齢級が増加しても同じ主林 

木,畐I琳木になる齢級を指示する。3 0齢級以上は指示できない。•管理ファイルで指
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示する小グループ毎の最高齢級と整合性をとる必要はない。システムでは最高齢級か 

ら3 0齢級の間の主林木,副林木には最高齢級で指示した主林木,副林木の値を与え, 

生長量は〇とする。

(4)原収穫予想表の名称

8文字以内の英数字,カナ文字で与える。

例スギ1

ヒノキ3

シンコウコンコウ

N-L

A-1

この原収穫予想表名は計画編成担当者がデータの識別に用いるためであり,システム 

ではとりたてて重要な役目はない。

③原収極予想表名称等の入力
5 10 18

/I 1 * | I I 1 * T I 1 i I r i <
イ 31 L5〔ヒノキ5

予想去最高齢級 予想表

の番号 の名称 (.2 I 5, A8)

2. 2. 2原収穫予想表データカード

(1) 主林木,副林木材積

〇・齢級から最高齢級の項で指示した齢級までの主林木,副林木材積を順に入力する。 

例えば,表2 —1のようなデータを入力すれば,表2-2のような原収穫予想表が得 

られる。小数点以下の数値を入力するときは,小数点も含めて5桁以内とする。

(2) 原収極予想表データの終了カード

原収極予想表データの終了を示すには,最後にAENDと記入したカードをセット 

する。またその後にLI STという指示があれば表2-2のような形式で予想表が出 

力される。

表2-1 原収穂予想表のための入力データ

2 15 牛 20.0 O.ni 0.0?63.0 25.0 297.0 0.01 〇.〇 0.01 48.0 5.01 96.0 16.01 144.022.0 329.。 20.01 359.。 18.01 387.。 16.01 413.0 24.01 187.0 2 7.01 227.0 27.15.01 435.0 14.01 455.。 〇.
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表2 — 2 原収極予想表出力例

立令中々令yield table 2U〇・や个

( スキs 2)

レイキ2ウ シ］リンあいク フクリンホ‘、ク シュフクケイ ソウシ］クむク t!イヂョウリョう

〇 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 〇

1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 ず

2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
3 48.00 5.00 53.00 53.00 12.80
4 96.00 16.00 113.00 117.00 14.40 ❖

5 144.00 24.00 168.00 189.00 14.00
6 187.00 27.00 214.00 259.00 13.40
7 2^7.00 27.00 254.00 326.00 1?. 20 々

8 363.00 25.00 288.00 387.00 11.20 亡

9 297.00 22.00 319.00 443.00 10.40
10 329.00 20.00 349.00 495.00 9.60 げ

11 359.00 18.00 377.00 543.00 8.80 个

12 387.00 16.00 403.00 587.00 8.20
13 413.00 15.00 428.00 628.00 7.20 ❖

14 435.00 14.00 449.00 664.00 4.00
15 455.00 0.0 455.00 684.00 0.0 姦

16 455.00 0.0 455.0C 684.00 0.0
17 455.00 0.0 455.00 664.00 0.0 寺

18 455.00 0.0 455.00 684.00 0.0
19 455.00 0.0 455.00 684.00 0.0 ❖

20 455.00 0.0 455.00 684.00 0.0
21 455.00 0.0 455.00 684.00 0.0 奉

22 455.00 0.0 455.00 684.00 0.0 ❖

23 455.00 0.0 455.00 684.00 0.0 ❖

24 455.00 0.0 455.00 684.00 0.0 令

25 455.00 0.0 455.00 684.00 0.0 を

26 455.00 0.0 455.00 684.00 0.0 ❖

27 455.00 0.0 455.00 684.00 0.0 亭

28 455.00 0.0 455.00 684.00 0.0 な

29 455.00 0.0 455.00 684.00 0.0 を

30 455.00 0.0 455.00 684.00 0.0 ❖

④ 原収穫予想表主林木副林木材積の入力
5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80

I | I I • < — II 1 * | I | | / j I I | I I I I "TTTT"j iiii i i I I | I I I I ~I i i F | I I i I ""r r"F"I | I i J I "" i i i i | • i i i |

林木:副林木主林木］副林木j主林木I副林木主林木部林木主林木I副林木主林木怦林木主林木:副林木と林木［副林木 

1枚目〇齢級 1齢級 2齢級 3齢級 4齢級 5齢級 6齢級 7齢級’ 

2枚目 8 〃 9〃 

3 枚目16 " 17 〃 

(16 F 5.2)

ド

(10X, A4, 6X, A4 )

原収・斐予想表の出力の 

有無を指示するコード

以上から原収穫予想表に関するデータカードのセット方法は図2 —1に示すような順 

序になる。

⑤ 原収稚予想表データの終了カー
11 14 21 24

1 AEND '

原収極予想表データの 

終了を示す

LIST
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AEND LIST

,主林木,副林木材積

^Z2 2〇ースギ 2

’主林木,副林木材積

/ 2 15 スギ1

/ ゲンシュウカクヨソウヒョウ

図2 —1 原収極予想表データのセット例

2. 3 管理ファイルデータの入力

管理ファイルデータの始まりを示すカードである。

⑥ 管理ファイルデータの始まりを示す

• I i | • I 1 I t ［ | 1 1 1 1 | • 1 1 | > I > 1 | M I I | I i rI I H M ］ I i H | i i i i | i i i i
ゆンリンノジョウケン

\ (A⑵

各小グループの施業方法に関連する情報は,管理ファイルと呼ばれるところに保持さ 

れ,分期食に適切な施業をシミュレートさせながら森林を推移させていく。管理ファイ 

ルの作成にあたっては各小グループ尽に約8 〇項目の施業情報を入力する。また同一中 

グループに属する小グループについては,連続して入力していくようにする。

2. 3.1 グループ名称カード

(1)小グループ名

英数字,カナ文字またはブランクからなる8文字以内の名前で,必ず左詰めで記入 

する。システム内ではここで入力される小グループの順に全ての処理が行われる。

グループ名の例

A 1

2 3
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スキ’11

ヒノキA 3 B

(2)中グループ名

小グループと同様,英数,カナ文字,プランクからなる8文字以内の名称を与える。 

グループ名はブランクでも1文字とみなされるので注意すること,例えば, A 3 

とA 3というグループ名では,2つの異ったグループが存在することになる。

⑦グループ名を示すカード

/» • • I •' 
スギカイノヾツ

8 11 18

中グループ名1、グループ名 (A8, 2 X, A8)

なお複数の中グループにまたがる幾つかの小グループをまとめた形での計算結果の出 

カは簡単な指示で可能なので,小グループを中グループにまとめるときには,伐採指 

示を行うのに都合がよくなるように考慮することが望ましい。

2. 3. 2 伐採関係パラメータのカード

(1)伐期齢級

3 0齢級以下の数値で指定する。伐期齢以上の林分が伐採可能星として計上される。 

⑵最高齢級

伐期齢以上,3 0齢級以下の数値で指定する。最高齢級に達した林分は,時間が経 

過してもそのまま最高齢級に留まる。択伐林では最高齢級は伐期齢級と同じ値をとる。

(3) 人天,NL区分

各小グループの人工林,天然林,針葉樹(N),広葉樹(L)の区分を行なうのに 

用いるコードである〇

人工林N= 〇

人工林L =1

天然林N=1〇

天然林L=11

(4) 伐採の区分

小グループの伐採方法を指示する。
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伐採方法コード 

(前橋方式)

1 皆伐無条件

2 皆伐伐区分散

3 皆伐母樹保残

4 択伐天然林

5 択伐人工林

6 禁 伐 林

伐採方法コード 

(名古屋方式)

1皆伐無条件

2 皆伐伐区分散

3 皆伐母樹保残

4 択伐天然木

5 択伐人工林

6 禁 伐 林

7 皆伐保残帯方式

8 皆伐保残木方式

⑸主伐定数

%単位で指示する。1〇 0°〇ならば計算された伐採量すべてが主伐可能材積として 

計上されるが,8 〇。。ならば計算された伐採国の8 〇 °6が主伐可能材積として計上さ 

れる。名古屋方式で7と8を選択したときは,このパラメータは入力しない。択伐施 

業の場合は択伐率を記入する。

(6) 現実林分収極表数

各小グループに適用される収穫予想表は幾つかの原収穫予想表を合成して作る。こ 

こでは現実林分の収穫予想表作成に必要な原収穫予想表の数を入力する。現実林分が 

ない場合は〇又はブランクとする。前橋方式では最大3つ,名古屋方式では最大5つ 

までの予想表を指定できる。

(7) 新生林分収穫予想表

各小グループの新生林分に適用される収極予想表を合成するのに必要な原収穫予想 

表の数を入力する。新生林分が発生しない小グループでは〇またはブランクとする。

⑻回帰年

択伐林における択伐後の林分の移動先齢級を計算するのに回帰年を使うのでその値 

を指示する。齢級ではなく林齢の値を用いる。

択伐以外の伐採方法をとる小グループでは,ここは〇かブランクにしておく。

(9)伐期ダウンコード

コード=1:伐期ダウン可能

コード=。 :伐期ダウン不可能

計画期間中に通常の伐期齢では伐採可能林分が過小なため,指示された総伐採量を 

確保することが難しくなる場合が生じる。そのとき伐期ダウンコード=1の小グルー
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プについては,伐期齢級を1齢級引き下げて再計算を行う。ただし伐期齢を引き下げ 

ることができる期間は2分期間までで,それ以上続けて伐期齢を引き下げることはで 

きない。

(10) 伐期ダウンの指定分期

伐期ダウンコードが〇であっても,ある特定の分期だけ伐期ダウンさせたい小グ 

ループでは,その分期を記入する。最大,2つの分期まで指示できる。

(11) 総括表コード

最終的には保続総括表(図ー2)を出力するカく,そのとき小グループがどの憫に該 

当するかを図ー2で示した番号で指示する。保続総括表を出力しない場合は,この 

コードは〇かプランクにしておく。

(12) 間伐コード

間伐コード=1:間伐を実行する。

間伐コード=〇 :間伐を実行しない。

間伐コードが〇の場合は,後に示す間伐に関するデータカードは省く。

(13) 皆伐率(名古屋方式のみ)

名古屋方式で7 :皆伐保残帯方式 8 :皆伐保残木方式を選択したとき,(13), (14), 

(15)のパラメータを追加する。この皆伐率は伐採対象林分のうち,皆伐に回される森 

林面積の割合であり,％単位で指定する。

(14) 主伐定数B (名古屋方式のみ)

名古屋方式で伐採の区分7 , 8を選択したときの皆伐林分の主伐定数を記入する。

(15) 主伐定数C (名古屋方式のみ)

名古屋方式で伐採の区分7, 8を選択したときの保残帯の択伐率を記入する。

2. 3.3 収穫予想表関係のパラメータのカード

前橋方式と名古屋方式では⑨-1と⑨- 2のように入力様式が少し異っているが,そ 

れは小グループ用収穫予想表を合成するのに指定できる原収穆予想表の数が違うだけで, 

入力順序は同じである。前橋方式では最大3,名古屋方式では最大5つまでの原収極予 

想表を指示できる。

⑴原収穫予想表番号

小グループ用収穫予想表を合成するのに必要な原収穫予想表番号を記入する。

⑵合成割合

小グループ用の収穫予想表は幾つかの原収穫予想表を加重平均して合成されるが,そ 

のための合成割合を％単位で記入する。
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⑥伐採関係カード

(1615)

現実林分 

収穫表数

40 45 50 . 55 60 65 ,7〇 75 80

45 ___50___ 55 60 65

.30 .355____ 10 15 20 ___ 25

伐期ダウンの 総括表コード 皆伐率 主伐定数C
指定分期1

最高齢級 伐採区分

(前橋方式)

25 _30 _35 _40

択伐林の 

回期年

ロ I 1 I 1 1 1 I 1 1 1 i 1 1 • I * 1 * | 1 i i 1

ヽ < 、レ 、

1 1

—,

1 1 1 I 1 I i i 1 1 1 i 1 I 1 1 1 I 1 « 1 I • i < 1 1 * 1 > 1 1 I i * « i

級

了 1 丁 

人天Nし区分

1 !
主伐定数

4

、| T
斤生林分 

乂穫表数

1 1 1
伐期ダウン

コート’

1 1 r 「1 丁 

伐期ダウンの間伐コード 

指定分期2
主伐定数B

⑨-1収極予想表関係カード

5 10 15 20 _

L1 8〇!衬 201 1 1 1 i j • I 1 1 1 f 1 1 1 i 1 1 1 1 > 1 1 I 1 • 1 1 1 1 1 1 1 »1 •こ_____ ________________ *4^1_____、よ_____ ゝ

1111

1番号 % ’番号’％ ' 番号
ゝ1 
%

、 ラ、

番号 %
r マ、
番号労

L 一 ,
番号 

1

-------才

%

1番目の原 2番目の原
3番百の原 1番目の原 2番目の原 3番目の原

収穫予想表収穫予想表

1

収穫予想表 収秋予想表 収稚予想麦 収穫予想表

現実林分

(615, 5X , 615)

新生林分

番号I % 番号’％ 番号’％ •番号% ’、番堂 ％.•番号 % ,・番号ー祈’•番号 ％:番号 ％ 号^ % .；

⑨-2 収极予想表関係カード(名古屋方式)
4 8 .12 16 20 24 28 32 36 40 44 48 52 56 60 64 68 72 76 80

1番目の原2番目の原3番目の原4番目の原5番目の原1番目の原2番目の原3番目の原4番目の原5番目の原 
収穫予想表収穫予想表収極予想表収穫予想表:収楔予想表.収穫予想表収硬予想表収穫予想表収穫予想表収穫予想表

現実林分

 ノ I  

新生林分

(2014)

2. 3. 4間伐関係のパラメータのカード

このデータは間伐コード=1と指示したグループにのみ必要であり,〇と指示したグ 

ループではこのカードを省く。

(1)間伐基準回数

植栽されてから主伐されるまでに何回間伐を行うかを記入する。最高3回まで記入

できる。

⑵間伐齢級

指定した間伐基準回数に応じて間伐する齢級を若い齢級より順に入力する。なお間
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伐齢級は伐期齢未満とする。

(3)まとめ間伐齢級

収穫予想表の副林木が間伐材植となるが,そのとき指定した間伐齢級を含めてそれ 

以下の幾つかの齢級の副林木を加算して,間伐可能材積とする。たとえば5齢級を間 

伐齢級とし,まとめ齢級を2とすれば,4齢級と5齢級の副林木を加算したものが, 

5齢級での間伐可能材積となる。

⑷間伐率

このシステムでは間伐は林道から離れたところでは経済的に不可能と考えているの 

で,図2-3のように些初のうちは小グループの林分面積のうち6 〇%しか間伐でき 

ないが,林道開設が進むにっれ間伐率が9 0°〇に増加していくというように考える。 

それを間伐率と呼んでいるが,性格的には主伐定数と似ている。ただし,間伐率は主

-13-



伐定数と違い計画期間中に3回まで変更可能である。1次間伐率は1分期から2次間 

伐率を適用する分期までの問伐率であり,％単位で記入する。間伐率が途中で変化し 

ない場合は2次間伐率以降は記入しない。

⑸開始分期

第2次および第3次間伐率の適用を開始する分期を記入する。図2-3の例では第

1次間伐率が6 〇 %で第2次間伐率が9 〇 %,開始分期が3分期である。

⑹ まとめ間伐齢級数(上)(名古屋方式のみ)

名古屋方式においては間伐可能材積を算出するにあたって,間伐齢級の下側の副林 

木を加算するだけでなく,上側の副林木もたしあげることができる。ただし下側の場 

合のまとめ数は間伐齢級そのものも含んでいたが,上側のまとめ数では間伐齢級を含 

まない。したがって,5齢級が間伐齢級で下側のまとめ数が2,上側のまとめ数が1 

の埸合は4, 5, 6齢級の副林木が間伐可能材積として加算される。

開始分期 % I用始分期回目2回目3回目

毗齢級 まとめ間伐齢級数

R峨基準1回目2回目3回目1回目2回目3回目1次間即始分期%
回数 ---------- ---------- 'k--------------------- ノ イ0束 '------------

-------  … 一........  1 2次間伐^ 3次間伐率 4次間伐率まとめ間伐齢級数(上)

⑩間伐関係データの入力

(14 15, 313 )

2. 3. 5 更新関係のパラメータのカード

更新が発生しない小グループでは ブランクカードをダミーとして挿入しておく。な 

お,伐採によりグループ間で移動がある場合は,伐採されるまでは前のグループでの伐 

採方法によって管理され,その後の更新方法,更新期間 

等については移動先グループで指定された方法に従って

更新される〇

(1) 更新期間

伐採後その跡地に造林され1齢級となるまでの期間

(年数)であり,実際の更新期間を1〇倍した数値で

記入する。更新期間が2. 2年なら2 2と記入する。

(2) 固有更新方法

小グループで実行される更新方法を記入する。コー

ドは右のようである。

(固有更新コード)

〇.

1.

再造林(皆伐) 

拡大造林(皆伐)

3. 天下1類アカマツ

4. 天下1類N

5. 天下1類ブナ

6. 天下2類皆伐

7. ぼうが•皆伐

8. 天下2類択伐

9. ぼうが択伐

-14 -

⑶改植率

各小グループでの改植率を％単位で指示する。

(4)不成績林発生率

更新された林分のうち,広葉樹の侵入などによって不成績林とされる割合を％で指 

示する。

⑸不成績林発生齢級

不成績林として判断し,人工林の小グループから天然林の小グループへ移動させる 

齢級を指示する。不成績林発生齢級が5齢級ならば,4齢級まではもとの人工林グルー 

プで生育していくが,5齢級になるところで不成績林発生率で指示した割合の林分が 

天然林グループに移動する。

(6) 不成績林行先グループ名

不成績林として発生させた面積の移動先小グループ名。

(7) 更新先グループ数

各小グループで伐採された跡地は,そのまま同じ小グループ内の〇齢級や1齢級に 

戻るものもあれば,植栽樹種,作業種の変更等で他の小グループに移動するものもあ 

る。ここでは伐採跡地が幾つの小グループに配分されるかを記入する。最大4つまで 

のグループに配分が可能である。なお伐採が生じないグループでは更新先は不必要な 

ので〇と記入する。

(8) 点生木収穫開始分期(名古屋方式のみ)

伐採の区分3, 8において主伐が終了した後,点生木の伐採を開始できるまでの分 

期数を記入する。もしこの記入がなけれぱ3が自動的に与えられる。これは1分期の 

主伐により発生した点生木は4分期に収極可能となることを意味している。

(9) 点生木収穫率(名古屋方式のみ)

点生木のうち何％が収極されるかを記入する。1〇 〇ならばすべての点生木が,3 〇 

ならば発生した点生木のうち3 〇%が収穫される。残された点生木は各分期5%っづ 

消滅していく。

(10) 点生木計算開始分期(名古屋方式のみ)

点生木の発生計算を開始する分期を記入する〇

(11) 点生木発生率(名古屋方式のみ)

点生木の発生率を％単位で記入する。3 0〇6ならば蓄積の3 〇%が点生木にまわる。

もしこの欄が〇かブランクならば,皆伐母樹保残の場合は10 0から主伐定数を引い 

たものが,皆伐保残木方式の場合は1〇 〇から主伐定数Bを差し引いた値が点生木の
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発生率となる。

⑪更新関係データの入力

5 10 15 20 25 33 35 40 46 50 55 60 65
/「い !‘い’I い’'！ ' ■ T ' 尸 i つ「I I , I I I 丨「z【］I 广「" 1i I I J い I ' I rr- 
h>・ ’く I * I ラ］斗 |—I H か"］",* I ’ 

也新期間•改植率 発生齢級 更新先グループ数収穫開収穫率計算開発生率

皿す山 , I 始分期 始分期
固有•更新法発生率 行先グループ名 (>

不成核林 点生木

(5 15, A8, 2X, 15, 5X, 4 15)

2. 3.6 更新先グループ名カード

更新先グループ数を〇とした場合はこのカードを省く。

(1) 更新先グループ名

更新先の小グループ名を記入する。

(2) 更新割合

更新先グループ名に記入した小グループへ配分する更新面積の割合を％単位で指示 

する。各小グループへの配分割合は,その合計が必ず1〇 〇%となるようにする。

⑶更新種

更新先グループでの更新方法を固有更新法のコードを用いて記入する。このとき再 

造林と拡大造林を除いて,ここでの更新種と更新先の固有更新法は必ず一致していな 

ければならない。更新種が拡大造林で更新先グループの固有更新法が天下1類ブナで 

あるような場合は,2つのグループ間での更新面積の受け渡しがうまくいかなくなる。

⑫更新先グループ名の入力

8 10 15 20 28 30 35 40 48 50 55 60 68 70 75 80
1 1 I 1 1 1 1 1 1

く,

I

__

1 i 1 L 1 1 1 I | 1 1 1 < | 1 i J 1 1 1 I i I

ヽ二工:丁丁］
I I I

ヽ
1 1 1 1

<ー ー、く fドヤ>

1グループ名 ％更新種
グループ名

牛本 2 K

%更新種グループ名 %

K 1、• 2 

更新種グループ名 %

y 7
更新対

更新先グループ1 更新先グループ2 更新先グループ3 蝴洗グループ4

(4 (A8, 2X, 215)

2. 3. 7 伐区分散関係のパラメータのカード

伐採の区分が2 (皆伐伐区分散),7(皆伐保残帯方式),8(皆伐保残木方式)の場合は, 

伐区分散方式をこのカードで指示する。それ以外の伐採方式ではこのカードは省く。

_ 16 _

(1) 伐区分散定数I

最初の主伐時に皆伐される面積割合を〇5単位で指示する。

(2) 伐区分散定数!I

最初の主伐の1分期後に皆伐する面積割合を。。•単位で指示する。

(3) 伐区分散定数111

最初の主伐の2分期後に皆伐する面積割合を。。単位で指示する。伐区分散定数!V, 

vについても同様である。伐区分散定数に〇が入ってもかまわないが,I〜Vの総和 

は10 0とならなければいけない。

(4) 伐区分散最低面積(名古屋方式のみ)

伐区分散の対象となる最低の面積を記入する。たとえばこの値が5 h aのとき,皆 

伐:伐区分散を行う小グループの伐採対象となる齢級の面積が3 h aしかなければ,通 

常の皆伐と同じように処理される。これは伐採対象面積が小さければ,全部を伐採し 

てら伐区分散と同様の効果は得られるとみなせるためである。

⑬ 伐区分散データの入力

5 10 15 20 25 30

I n in iv v |
----------------  -------------------伐区分散

伐区分散定数 最低面積

(6 15)

2. 3. 8 修正補正係数データの先頭を示すカード

修正補正係数は補正係数を分期毎に変更したいときに用いる。ただし変更可能なのは 

1〜5分期だけで,それ以降は補正係数で指示した値がそのまま用いられる。修正補正 

係数が必要ないときはこのデータカードは省略する〇

⑭修正補正係数の先頭のカード

12
z • • Ij •1 I ■ I •111• ■ • 11■ ■ ■ I > > • ■ r • • *

Iシュウセイホセイケイスウ

(AI2)
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2. 3. 9修正補正係数のデータカード

(1) グループ名

修正補正係数を適用する小グループ名を記入する。2枚目以降のカードについては 

同じ小グループ名なら省略してプランクのままとすることができる。

(2) 期首齢級

修正補正係数を適用する林分の計画期首における齢級を記入する。

(3) !分期の修正補正係数

第1分期に適用する修正補正係数を記入する。ブランクならば補正係数が適用され 

る〇

(4) 2分期の修正補正係数

第2分期に適用する修正補正係数である。3〜5分期の修正補正係数も同様に記入 

する。ブランクならぱ補正係数が適用される。

⑮ 修正補正係数のデータカード

55

グループ名

の修正補正係教の修正補正係数

(A8, 2X, 615, 5X, 6 15 )

60 65 70 758 11 15 20 25 30 35 40 46 50
「二’''’エにエ二 

！ 「期首I1分期『2分期『3分期〔4分期】5分期1 期首分期「2分期13分期14分期『5分期 

齢級.------------ -  瞄級v---------------------- .----------------------- '

2. 3.10管理ファイルデータの終了カード

⑯ 管理ファイルの終了を示すカード

ぐ 口’ I "’十 “F‘宀’'’十’‘十’1'I'1

SENT

(A4)
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修正補正係数がない場合

“AEND

/小グループ名 中グループ名

/小グループ名中グループ名

［カンリファイノレ

/各小グループの管理

!ファイルデータのカード

修正補正係数がある場合

と伐区分散関係のパラメータカード )

,/更新先グループ名のカード  /

く 更新関係のバラメータカード /

く 間伐関係のカード /各小グループの

ロ’収稚予想表関係のカード /管理ファイルデータのカード

/伐採関係のパラメータのカード /

’小グループ名中グループ名 J
/ カンリファイル

図2 — 4 管理ファイルデータのセット例

2. 4 森林ファイル

森林計画期首の齢級別面積を小グループ単位で入力する。どの齢級にも森林がなく, 

かつ伐採跡地も存在しない小グループについては,森林ファイルデータを入力する必要 

はない。

2. 4.I 森林ファイルデータの先頭を示すカード

⑰ 森林ファイルの先頭を示すカード 
8 

Iシンリンファイ純

(A8)

-19 -



2- 4. 2生長量,補正係数の計算指示カード

(1) 生長量計算指示コード

生長量をデータとして入力するときはこのコードを〇とする。生長量をシステム内 

で計算させるときはコードを1とする。

(2) 補正係数計算指示コード

補正係数をデータとして入力するときは,コードを〇とする。捕正係数をシステム内 

で計算させるときはコードを1または2とする。いま現況のh a当り蓄積をW,収穫予 

想表の主林木および副林木材積をV, vとすれぱ,コードを1にしたときの補正係数は

補正係数=W/ (V + ^ v)

として計算され,コードを2とすれぱ

補正係数=W/ (V+v)

として計算される。

2. 4. 3森林現況データの入力

⑱生長量,補正係数の計算区指示
5 10

Z1 * ' | * 1 * 1 I''1 r| ' 1 * * | 1 1 * * I H u | 
仔gg为正磁 

临旨示コード

(215)

(1)小グループ名

現況を入力する小グループ名を記入する。同じ小グループの現況が続くときは,2 

枚目以降には小グループ名を記入する必要はない。逆に同じ小グループ名が別の箇所 

に2度以上現れてもいけない。またデータの識別を容易にするため,小グループ名の 

みのカードを現況データの先頭においてもよい。

⑵齢級,面積,材積,生長量

1齢級から最高齢級までの間で森林面積が在存する齢級と,そこでの面積,材積, 

生長量を記入する。ただし生長量計算指示コードが1のときは,生長量の欄Iはブラン 

クにしておく。〇齢級については,別のカードに記入する。

⑲-1森林現況の入力

8 11 20 30 40y T厂十…『いい源….”
3、グループ名ド面植1 材積 V 生長鼠 I

(A8, 2X 3 F 10.0)

-2〇-

⑲- 2 森林現況の入力(小グループ名だけのとき) 

8

|小グループ名

(A8)

2.4. 4 伐採跡地(択伐を除く)面積のデータカード

(1) 跡地コード

カードの小グループ名個にアトチと記入する。〇齢級の面積となる。

(2) 再造林,拡大造林,改植面積

跡地面積は再造林,拡大造林,改植面積に区分して入力する。天然林施業での跡地 

は再造林の個に記人する。

2. 4. 5 択伐跡地面積のデータカード

(1) 跡地コード

タクアトと記入する。

(2) 面積,材積,生長量

択伐跡地の面積,材積,生長量を記入する。これらの値は択伐後に伐択齢級から回 

帰年分だけ戻した齢級の面積,材積,生長量に加算され,補正係数も再計算される。

㉑択伐跡地面積の入力

4 11 20 30 40

材積 生長址

タ分叮TF 

屋ード〔面E

択伐跡地

(A4 . 6X, 3F 10.0)

2. 4. 6 天下1類ブナの伐採跡地(名古屋方式のみ)

(1)跡地コード
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アトチとする。

(2)前期繰越,前々期繰越,当期施行(名古屋方式のみ)

天下1類ブナの伐採跡地の更新には1〇年かかるという前提のもとに,I分期前か 

らの繰り越し跡地面積(前期繰越),2分期前からの繰り越し跡地面積(前々期繰越), 

3分期前からの繰り越し跡地面積(当期施行)に区分して入力する。これは名古屋方 

式での天下1類ブナでは伐採後2分期間は〇齢級にとどめ,3分期目に初めて更新完 

了として1齢級に計上するためである。

㉒天下1類ブナの伐採跡地

f-— く : £--------- )
[ 前期繰越 前々期繰越 当期施行

伐採跡地 (A3, 7X, 3 F 10.0)

2. 4. 7補正係数の先頭を示すカード

補正係数データの先頭を示すカードをおく。ただし補正係数をシステム内で自動計 

算させた場合でも,その一部を修正したいときは該当する小グループの必要な齢級に 

っき,修正した補正係数を入力する。

㉓補正係数の先頭を示すカード

ホ以舟よ「V I '''' I’い’Im V リ』,いI'1111いいI '''’卩’11 L

(A7)

2. 4.8 補正係数データカード

(1) 小グループ名

齢級別の補正係数を入力するグループ名を記入する。小グループの順序は任意でよ 

い。また同じ小グループのカードが連続するときは 小グループ名の欄はプランクの 

ままでもよい。

(2) 齢級,補正係数

齢級は人工林では4齢級以上,天然林では5齢級以上について記入する。これらの

齢級未満の補正係数はすべて1.0となる。補正係数の入力は％単位で行う。
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㉔ 補正係数データの入力

8 11 15 _ 20  25 30 35 40 45 50 55_ 60 65 _70 75 80/ » 1 1 1 こし 1111 1111 1111
, ヽ

1111
/ ヽ

riii 1111
, ゝ

i I 1 1 ] 1 1 1 1[1 1 1 1「1 1 1「1 1 1 ] 1 い ‘ * 1 2 * * 1 * 1

j小グノ Iプ名 齢級
謂正係・

齢級 柿正係岌 齢級] g正係歩 齢級
上正孫數齢級侖正係数齢級希正係数齢級£正係«

(A8, 2X,1415)

2.4. 9 森林ファイルデータの終了を示すカード

(1) AEND

森林ファイルのデータが終了することを示すコードである。

(2) L I S T

現況表(図2-5)の出力を示すコードである。この部分をブランクとすれば,現 

況表は出力されない。

森林ファイル入力データ

A4 n
1

0.0
5.34

〇.
〇 ,

〇.0
りーへ

2 2b.18 〇. n. n
3 L045 加・へ
し 55.65 4012. W4.7
5 ―23.3___丄93)4. 1415.1
6 2い・74 3354〇. 2 3.9
7 つ、ハ,。 W亠 17^.6

0.53 12〇• 4.5
〇 _亠 し丄£・・ 5つパ

い 13.2? 23O 〇. 55.4
11 ___ ■u5.. 丄?o5dへ. 171.5

アトナ へ U • J 〇. 7 .へ

森林現況の出力リスト
々卓東寧・以・"な々 GPQUP = A 6

_ 主ユう メンeキ ___ よリン上、、ク つクリンキ2ク 二Zつバイ・ t-fr nx入う
〇 7.02 0.0 0.0 0.0 O.C l.uO
1 5.34 __________ 〇 0.Q_____ 0.0 Q j) 一 !.00 一
? 0.0 0.0 0.0 0.0 1.00

バ 977-58 67.4? _ QA5 .い ____  9^uQ n. 70
4 55.6人 3677.67 3^4.33 4612.0^ 524.70 1.00
S ___  七・5) ___ 7372^,〇0 _L93Q.40 一 <!脂34. 0 0. .1415.20 0.96
5 zr・7し 34053.07 3682.33 38540.〇〇 ?164.90 0.93
7 23 .〇っ _36%・L6. 372.. 6 4_ .J5977.00 l?7.o0 ... .1.0 3 ーー
3 じ.5つ 115.98 10.02 1?6.0n 4.50 1.23
9 C • 05 1 3 7 . 〇 6 2 U12.C へ 5 9.90 しい

い 15.2 つ 215G.2H 1厶 7.80 230b.0^ 55-40 C. S6
11 _5ノ ・ QF ___ 〇5 760.94 一 ー丄っひ56.0n_ _171.50 1.0?

ュいつケイ 71、・い 76330.19 7oSi.75 83987.37 ム912.0。 1.00

図2 — 5 現況表の出力指示をしたときの例
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(2A4)

AENDILIST I

現況表出力の 

有無

㉕ 森林ファイルデータの終了を示すカード

4 8

/ AEND LIST

/小グループ名

/シンリンノゲンキョウ

小グループの森林の 
現況

図2 — 6 森林ファイルデータのカードセット例

2. 5伐採指示データの入力

2. 5.1計画区識別カード

データセットの識別をするため,計画区名,計算年月日を記入したカードを先頭にお 

<〇

㉖計算区識別カード

/' 1 ～ 1 1 474 1 1 I 1 1 1 1 H | ■ . ■ ■ | ■ . ■ ■ | ■ ■ . . | ■ . ■ ■ | , , . ■ | . . . ■ | M . i |

CA80)

2. 5. 2 保続計算分期の指定カード

(1)保続計算開始分期

保続計算を開始する分期を指定する。後で述べるように,このシステムでは計算途 
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中の結果をシステム内に記憶しておき,その後の計算がうまくいかなかったとき,第 

!分期に戻ることなく,システムに記憶させておいた分期の次分期から計算可能であ 

る。また最終の計算結果は常にシステム内に記憶されているので,続けて先の分期の 

計算を進めたいときは,前回の計算終了分期の次分期を計算開始分期として指定する。 

例えば,6分期まで保続計算が進み,3分期の計算結果がシステム内に記憶されるよ 

う指示されていた場合は,4分期か7分期から保続計算を開始させることができる。

⑵計算終了分期

計算終了分期を記入する。当然のことながら終了分期は開始分期と同じか,それよ 

り大きな数値でなければならない。計算可能な分期数については,使用できるディス 

ク容量さえ十分にあれば,保続計算がどれだけ長期にわたって行われても問題ない。 

林業試験場のFACOM•M-14 〇 Fでは2 〇分期間の保続計算が可能なように設 

計・してある。

(3)途中結果の保続,取り出しコード

再計算のため保続計算の途中結果をシステム内に保持したいときは,その分期を記 

入する。最大1〇個まで記入できる。たとえば3分期から8分期までの保続計算をす 

る際に,各分期の途中結果をシステム内に保持し,どの分期からでも再計算可能なよ 

うにしたい場合は,3, 4, 5, 6, 7の5つの分期を保持コードとして指定する。 

取り出しコードは計算を途中からやり直す場合に,途中の計算結果をシステム内に再 

現させるためのコードである。たとえば8分期まで計算が進んでいて,一部のパラメ ー 

タを変えて6分期から再計算を行いたいときはー 5と入力する。そうすると5分期 

の戢終的な状態がシステム内に再現でき,6分期からの再計算が可能となる。ただし, 

この場合は5分期の計算結果がすでに保持コードでシステム内に保持されていること 

が前提となる。なお,ここでシステム内に保持させる途中結果とは保続計算に必要な 

パラメータ等であり,各分期での伐採量や森林現況は後で出力するため全ての分期が 

無条件にシステム内に貯えられていく。

㉗-1 保続計算分期の指定コード

-1 5 10
11•' • • I •

rーー～一
呷始分期終了分期

保続計算

16 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70
■ 1 ■1 * r 11 ■. 1111111111111111111111111 r 11 • I •111111 •11111 r' 

冬ー～ーー■"一——ーーーー～～泰一)L
分期 分期 分期 分期 分期 分期 分期 分期 分期 分期 分期

取り出し 保持コード

コード

(215, 5X,11 15)

一 25 一～



2～?分期の保続計算を行い,2,4, 6分期の途中結果をシステム内に 

保持しておく。この場合直前に1分期の保続計算が終了しているとする。

㉗-2計算分期指定の例1

㉗- 3 計算分期指定の例2

-3

4分期最終結果の状態をシステム内に再現して,5～8分期の保続計算を 

実行し,6, 7分期の途中結果をシステム内に保持しておく。

2. 5.3総伐採量識別カード

総伐採量指示の見出しとする。

㉘総伐採量の見出しカード

ソ必、％祠詞"‘十’’十’'‘ド甘お牡尸舟十s I,い|いいIいいIいいP E IいいIいい

(A 10.A70)

3分期の総伐採髭の見,出しカード

2. 5.4 総伐採量の指示カード

(1)総伐採量の指定コード

総伐採量の指定コードは3桁からなっており,各桁はそれぞれ別の意味をもっている。

(1)-1 重み付け指定コード

重み付けをするか否かの指示をする。

コード=〇 :重み付けをしない。なお〇としても後で「オモミケイスウ」の見出しの 

もとで必要な中グループ,小グループに重み係数を付与することができる。

コード=1:新しい重み係数を使用する。このコードを指定すればシステムではいっ 

たんすべての中,小グループの重み係数を1〇 〇%とし,その後「オモミケイスウ」 

の見出しとともに入力された中,小グループの重み係数だけが変更される。

コード=2 :前分期の重み係数をそのまま使用する。システムでは前分期の重み係数 

をそのまま保持し,新しい分期でもそのまま使用できるようにする。

コード=3 :前分期の重み係数を一部変更して使用する。システムでは一応前分期の 
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重み係数を保持し,後で入力される中,小グループについてのみ重み係数が変更され 

る。

⑵ 総伐採量の主間伐別指示コード

各分期の総伐採量を指示する方法としては主間伐込みにして行う方法と,主間伐別 

に行う方法がある。

コード=1:主間伐込みで指示する。この場合,システムではまず間伐量を優先して 

計算し,主間伐合計値から間伐量;を差し引いたものを主伐の伐採指示量と解釈して, 

各小グループへの主伐量の割り振りを行う。

コード=2:主間伐別に指示する。システムでは両者の間の調整をするようなことは 

せず,主伐,間伐はそれぞれ独立に計算される。

(3)伐採量の上下限指示コード

伐採量の指示には以下の4通りがあり,これは中グループ,小グループ,齢級別の 

どの段階での伐採量指示においても共通である。

コード=1:絶対量指示

絶対量の指示を行う。もともと可能虽が少くて,指示された総伐採量が逹成できな 

いときは,システムはその旨メッセージを出力して保続計算を中止する。

コード=2:上限指示

総伐採量の上限を指示する。システムでは総伐採量ができるだけ多くなるような伐 

採方法をとるので,もし総伐採可能量が上限指示値を上回るときは,上限指定値が 

総伐採量となり,逆に総伐採可能量が上限指示値を下回るときは,総伐採可能量が 

そのまま総伐採量となる。したがって事前に総伐採可能鬲がどの程度あるのか把握 

できないときは,この上限指示によって総伐採量を指示することが望ましい。

コード=3:下限指示

総伐採量の下限を指示する。ただし,システムでは総伐採量はできるだけ高くしょ 

うとするので,総伐採量で下限指示をする場合は,毎分期の伐採可能量すべてを伐 

採していったときの資源推移を調べるときに限られる。

コード=4:上下限指示 "

総伐採可能量が上限,下限指示値の間に入ったときは総伐採可能量が総伐採量とな 

る。また総伐採可能量が下限値を下回ったときも,システムからその旨のメッセー 

ジが出力されて,総伐採可能量が総伐採量となる。総伐採可能量が上限値を上回っ 

たときは上限値が総伐採量となる。

伐採量の上下限指示方法については,中,小グループの場合は様々な使い方がでてく
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るが,総伐採量については絶対量指示か上限指示が主として用いられる。

⑷主間伐の総伐採量の指示

主間伐の総伐採量は⑵〜⑶の総伐採量指示の違いによって異なる様式をとる。基本 

的には主伐(総)伐採量の上限値,主伐(総)伐採量の下限値,間伐伐採虽の上限値, 

下限値の順に記入する。

㉙-1 総伐採量指示カード

(311,4F 10.0)

1 181920 30 40 50 60

重み付き係数I] 
主示の有無」 

伐採なの上下限指示—

| 1 • 1 T J 1 III '1 1 i 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 * ' 1 • « 1 • 1 1 1 1 < 1 ' 1 1 ' 1 ' 1 » 1 1 1 1 * • 1 1 • « •

?主(総)伐採位 

上限

主(総)伐採ht 
下限

間伐伐採按 

上限

間伐伐採fit 
下限

㉙- 2主間伐合計での絶対指示および上限指示

総伐採M主間伐合計材積 
指示コード絶対は(上限値)

16 20 30

㉙- 3主間伐合計での下限指示

16 20 30 40

r11R
1 総伐採虽

指示コート’

1 1 I j ^ | 1 i | 1 I 1 1 | I 1 1 I | | | 1 | | * | 1 1 1 1 1 1 I | | I I | | ^ * | | | | * | * I | < I I 
r彳

主間伐合計材積

下限値

主間伐合計材植

㉙- 4 主間伐合計での上限,下限

____________________ 18 20_________ 30 40
................. ゝ 1 1 1 I 1 1 1 1 1 1 1 I 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 I 1 1 1 1 1 I 1 1 1 1 1 1 1 1 < 1 1 1 1 1 1

甲<

総供採壮上限値

指示コード<-----------

< H
下限値

________ J

㉙-5 主間伐別での絶対量指示および上限指示

18 20 30
''1 * |oJl| ' U 1 1 1 ' 1 ' | 1(

------------------ 夕

I主伐材積 

総伐採M絶対M (上限値) 
指示コード

41 50

間伐材駿

絶対址(上限値)
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㉕～ 6 主間伐別での下限指示

6051…1…十陶い寸い 

総伐採址 

再示コード

1 I • • 1 1 1 1 I i 1 1 i 1 1 i 1 i 1 1 I 1 | 1 H i i 1 I i | i i i i | M I i | i i i i

主伐材積 

下限値

間伐材積

下限積

7 主間伐別での上限,下限指示

18 20 30 40 50 60
/' ' ' 1 * * 11 1 ' * 1 * 1 ' \〇24\ 11 1 ' 1 • " 1 1 > 1 1 1 1 1 1 1 » 1 I | | | 1 1 I ■ 11111 111 I 11 11| >> I|| • • I 1 | • 1 1 1

i 総伐採E
指示コード

上限値・ 下限依・ 上限値 下限値I

主伐材積 可伐材積

2. 6重み係数関係の指示

2. 6.1 重み係数の見出しカード

この見出しカードがあるとシステムは重み係数の入力作業を始める。

@重み係数の見出しカード

7

r * (A7)

2. 6. 2 グループレベルの指示

中グループの重み係数か,小グループの重み係数かを区別するためのカードであり, 

中グループ,小グループの順序で重み係数を入力する。’

©-1中グループの見出しカード

9
1 1 1 * ..........  I ■ ■. . I . ! . - I . . > - I ■ - . ................   .

I (A9)

曲ー2 小グループの見出しカード

9
/上步・孔丨い十… ......い|,い十い十い十い
[ 1 (A9)

2. 6. 3 重み係数データのカード

グループ名,重み係数の順で入力していく。重み係数は％単位で入力する。重み係数
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をまったく作用させない場合は10 0%のときであるが,重み付け指定コードを2ま 

たは3で,重み係数を1〇 〇に戻したい場合以外では,1〇 〇%の重み係数について 

は入力する必要はない。

@重み係数データの入力

3 10 15 18 25 30 33 40 45 48 55 60 63 70 75
1 1 1 1 1 1 1 <11* *

c________ >
'* 1 2 311'1 * 1111 j * 11'1 * *1 * 1 1 u J 1 *'1

グ>レープ名歸み係/ グループ名长み係数 「グループ名如:み係成 グループ名床み係萩!グループ名上:み係茲

(5 (2X. A8, 15))

(小グループの更み係数

ショウグループ

/オモミケイスウ

/中グループの重み係数 

/チュウグループ

図2 — 7 重み係数データのセット例

2. 7伐採割当データの入力

伐採割当がされていない中グループ,小グループ,齢級については,中,小グループ 

はより上位の伐採割当指示量の範囲内でそこでの伐採可能量に応じて,齢級については 

高齢級から順に伐採虽が割り振られていく。

2. 7.1 伐採割当データの見出しカード

このカードにより,グループ別の伐採割当データの入力が始まることを,システムに 

知らせる。重み係数のデータがなければ,総伐採量指示カードのすぐ後にこのカードが 

くる。

®伐採割当データの見出しカード

8
哲・可 I 1 1 1 U E ,い,,1 I 1 1 1 1 I

(A8)

-3〇-

2. 7. 2 グループレベルの指示カード

伐採割当は中グループ,小グループの順に行う。このカードは,データがどのレベル 

での伐採割当データであるかを示す見出しカードである。

1中グループの見出しカード

9
I 1 ■ 1 1 I ■ ■ ■ ■ I ■ ■ " | | | ' ■ . . | ■ . ■ ■ | ■ ■ ■ ■ | ■ ■ ■ ■ | ■ ■ ■ . | ! ■ ■ ■ | ■ ■ ■ ■ | . ■ ■ ■ | ■

j (A9)

®-2 小グループの見出しカード

9
| ■ r ■ ■ ■ I • • ■ ■ I ■ • | > 4 *"11"111111 • r •111 *•" I ■1■ • I ■ ■1-111 -11 • ■H

I (A9)

2. 7. 3 伐採割当データの入力

(1) グループ名

中グループ名または小グループ名を入力する。

(2) 伐採割当単位コード

伐採割当の単位がグループ単位か,齢級単位かを記入する。齢級単位での伐採割当

は小グループについてしかできない。

コード=1:グループ単位での指示

コード=。 :齢級単位での指示

(3) 伐採割当方法コード

伐採割当の方法については つぎのコードに基いて主伐,間伐別に面積,材積単位

で指示する。

「1J 主伐材積

「2」……主伐面積

「3 J……齢級付主伐面積及び主伐材積

「4」……主伐可能量を主伐材積とする。

「5」……指示された齢級付主伐面積及び主伐材積を主伐可能觉とし,かつ主伐量と 

する。

「6 J ..... 間伐量指示

「7」……主間伐材積を込で指示
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「8」……指示された齢級付間伐割当量を間伐可能宛とし,かつ間伐量とする。

注 齢級付指示の「3」「5」「8」コードは小グループのみに用いる。

また伐採割当の方法の一部は,伐採割当を行う階層によっては実行不可能なので, 

その一覧表を表2-3にあげておく 〇

表2-3 階椚別に可能な伐採指示方式

区
て単位 齢級別 小グループ 中グループ 総伐採M ※上, 下限, 絶対指示

(イ) 主伐材積 〇 〇 〇 〇 1. 2. 3. 4,

(ロ) 主伐面積 〇 〇 X X 1. 2. 3. 4.

レう 主伐面積及び主伐材植 〇 X X X 4.

㈡ 主伐可能fit=主伐材椚 〇 〇 〇 X 4,

(ホ)
指定された主伐面,材積 
=主伐可能虽=主伐用

〇 X X X 4.

(ベ 問 伐 虽 〇 〇 〇 〇 1. 2, 3. 4.

(卜) 主間伐材積 〇 〇 〇 〇 1. 2. 3. 4.

(チ)
指定された間伐fit=可
能fit =間伐見 〇 〇 X X 4,

重み係数 X 〇 〇 X
〇可能な組合せ x 不可能な組合せ

※ 番号があるのが,可能な組合せ

1=上限指示

2 =下限指示

3 =上•下限指示

4 =絶対値指示

⑷伐採上下限指示

伐採量の割当を絶対量,上限,下限,上下限のどれかを用いて行う。総伐採量指示 

の場合と異なり,この指示は伐採量を各中,小グループに割り当てる際に大きな影響 

を与える。詳細については昭和5 7年度の「国有林野事業特別会計技術開発試験成績 

報告書」を参照されたい。用いるコードはつぎのとおりである。

〔1〕……絶対量指示

〔2〕……上限指示

〔3〕……下限指示

-32 -

〔4〕……上下限指示

(5)主伐材積,主伐面積,間伐材積

材積については［T?単位,面積についてはh a単位で,それぞれの伐採指示に従って 

必要な欄に値を記入する。たとえば伐採を禁止したいグループでは絶対量あるいは上 

限指示で材積を〇とする。また主間伐込みで指示したときは,先に間伐量を計算し, 

その残りが主伐量に回される。

©-1伐採割当データの入力

2X, 311,6 F 10.0)(A8, 2X, 15,

主伐材積I主伐柵
上限 下限

主伐面積1主伐面積・間伐面祜|間伐W積 
上限 下限 上限 下限

刀レープ名! 齢級’1!

伐採割当単位」 

伐採割当内容一

伐採上下限指示ー

80

あー 2 主伐材積を中グループ単位で絶対量:指示

,广,,111:叫い ,1 ko'ob'o厂,, 

, 割当コード主伐材程F
絶対址

ス宰"い. 

朴グループ名,

節一 3 主伐面積を小グループ単位で上限指示

xw-i'l * r111 r 痢.... |' ’十’'’匚些T''"'''…勺い
|小グノ—プ^ 省 当コード 主伐面積

©-3 主伐材積を齢級単位で上下限指示

,ヒノキカイー1

I小グノーブ^

■■'ihr .. ............  I'
齢級!割当コード主伐材積 

上限

©-4 齢級付主伐面積および主伐材積

/I i 1 1 1 1 1
ヒノキカイー 3

1111
8 * 11 \2'。 * *1' 1"" 1",1,,6.5 1 M 1 | 1 1 1 1 | I 1 1 t | 1 I 1 | » < M p 1 I i

小のUープ名’ 齢級 割当コード 主伐材即 主我面桔・
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©-5 中グループの主伐可能虽をすべて伐採

©- 6 齢級付主伐面積および主伐材積を主伐可能1止とし,かつ主伐量とする

但)-7 中グループでの間伐量上,下限指示

函ー9 小グループ単位での主間伐積込みでの上限指示

力尖"'L '' I’泌ワいいI堤倔' I
"ループ名

@-10中グループ単位での主伐禁止の指示

111

2. 7. 4 伐採割当の終了を示すカード

皴伐採割当データの終了カード

AENP| I U 1

I小のい湘

割当コード主間伐材積 

上限値

〇

割当□ード主伐材積 

絶対債

スギーカイ_ 

扁グループ名

テgい「「… I
浦1い・い

1 1 1 1 I J < 1 1 I i 1 1 I i 1 I 1 1 i 1 i 1 i 1 1 1 1 1 < 1 I 1 1 i I I 1 1 I < I 1 1 1 i i 1 1 > 1 i

1中のい■プgl丨
■}?

おド

カラマツーAA 'ibl' i '5i|1Iい i い蜘’,い 1 いい「い‘1 ' '2. 8(いい1メい』1いい‘い［|いい

!齢級」割当コード主伐材睛1

～～一:

主伐面積

(可イ店はとなる) (可figh!となる)

ぐギーカイ’ 十""‘辫’い,,,,,fいロ’‘ロ.....................

割当コード

;級単位での間伐量の絶対指示

1 1 1 I 1 > 1 1 1 1 1100001 1 1 1 1 i 1 1 >
1 8000

|中グループ名

匈ー8健

間伐材積 

上限

間伐材積 

下限

ヒノキーカイー1| 
f------
'T 俱"'''''1""・い’'... .......................... ；''1 ' ：2‘3外 ,

I 1 1 1 I 1 1

|小グループ名1 齢級割当コード ・
間fW積1 
絶対址
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/AEND

_/ワリアテデータ

枭伐採免指定カード

/ソウバッサイリヨウ・n分期・ 

十算分期指定カード
/計画区名カード

図2 — 9 重み係数がないときで小グループだけの伐採指示 
をするデータのセット例 ・、
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2.8保続計算結果の出力

保続計算が終了した分期については,計算結果はすべてシステム内に保持される。

ただし再計算された分期については,それ以前の結果は消され,最新のものが貯えら

れる。この計算結果は印刷様式指示データを与えることによって取り出すことができる。

2. 8.I 印刷様式指示データの見出しカード

2. 8. 2 印刷様式指示パラメータ

@ 印刷様式指示データの見出しカード

⑴印刷開始分期

印刷開始分期を記入する。

⑵印刷終了分期

印刷終了分期を記入する。

(3)印刷様式の全体指定

全グループに共通な印刷様式を指定する。

出力様式としては以下の様なものがある。

コード=1:各小グループの齢級別森林現況と計画区全体の集計を出力する。

コード=2 :各小グループの集計した森林現況と計画区全体の集計結果を出力する。

コード=3 :幾つかの小グループを足し合わせた形で出力する。

コード=4 :計画区全体の集計結果のみを出力

コード=5 :中グループの集計結果および計画区全体の合計を出力する。

表2 — 4 小グループ齢級別森林現況

■aク・・一ブ• A1 ¢0レイ”う 妇い 北イい 1イチョ”ヨう シ:ノうラ・イbll\ ・つメンt? + ゆ育水イ 刀ンハ•つラ•イ わンハ・リメン〇 0-46 〇. 0.0 〇. 0.0 〇. 〇. 0.01 3.00 〇. 0.0 〇. 0.0 〇. 〇. 0.02 90.35 〇. 0.0 〇. 0.0 〇. 〇. 0.06.84 188. 一 52.3 - 〇. 0.0 〇. 〇. 0.0 ■—- » . -. __ .4 23.16 301〇• 383.7 〇. 0.0 〇. 134. 23.165 71.38 11212. 929.3 〇. 0.0 〇. 898. 71.386 76.50 16476. 1177.8 〇. 0.0 〇. 96〇, 76. 507 29.61 6394. 342.1 〇. 0.0 〇. 578. 29.618 9.81 2589. 119.0 739. 2.27 739. 65. 9.31-- m - 0.13 41. --1.1 -- 22. - 0.07 22. 〇. 0.0 ——.—it 7.14 2867. 73.0 1197. 2.64 1197. 65. 7.1413 1.10 296. 4.8 216. 0.0 〇. 37. 1.19い”イ 319.11 43075. 3083.1 2174. 4.98 1958. 2737. 218.79ソウメンe率 319.57 ハ・ックフ・ンラン»イ
ライソ・ウリン クタ•イソ・つ -カイラヨク ・ ショ” "f 一 •• — - ■ — •—-卜う・づライ 7.60 0.65 0.0 8.25 0.0e・ンイクリコン 0.46 0.0 0.0 0.46 〇. 〇卜” e□〇 5.63 0.44 0.0 6.07 0.0
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!)ンハ・つメン!!*218.79 ハ・リつ)・ンラ:Z丹イ

表2-5 小グループの齢級別集計

gクf -才 Al ¢0メンc ［・イC てイ子ヨっり30 ン】ハ・ラメ:Zぐ・ 3,ハ•つラ・イ ロンハ・フイ
コ・”イ 319.11 43075. 3083.1 2174. 4.98 1958. 2737.ソラメンでキ 319.57

Dインミク ンヨ07<ライソ・ラリン Dつク•イソ・う•う"•”イ 7.60 0.65 0.0 6.25 0.0e・ン•クリコリ 0.46 0.0 0.0 0.46 0.0,い too 5.63 0.44 0.0 6.07 0.0

1 ooc令eoeoeoeeciQ000000
------ ン】-),イヒョラ’

表2-6 計画区全体の集計結果

メンい m ヨう り:UEバイ 打つEE ソ•・ソセ・hf n*-/ N 13385.64 1837436. い1145.2 194299. 508.54 190972. 97094. 13828.10
シ・ンL 652.91 67361. 3041.3 13954. 101.21 13209. 909. 677.61
シ・ンT 14038.55 1904787. 134186.4 208233. 609.74 204181. 98003. 14505.71
7 > N 237.37 2589〇• 1645.4 9064. 36.63 653〇• 〇. 237.37J > L 1283.10 108d69. 4041.8 35087. 238.39 28932. 〇. 1297.37TンT 1520.47 134759. 5687.2 “15〇. 275.02 35462. 〇. 1534.74
ケイN 13623.01 1863315. 132790.6 203363. 545.17 197502• 97094. 14065.47
［イL 1936.00 17623〇• 7083.1 4902〇. 359.00 42141. 909. 1974.977イT 15559.02 2039545. 139873.6 252383. 884.77 239644. 98003. 16040.449クハ・づ リW N 343.37 68376. 147?.1 4087. 42.80 4087. 14. 343.37
ンrL 136.84 17885. 301.1 738. 20.42 738. 1- 136« 84
ン七T 480.21 86261. 1773.2 4875. 63.22 4825. 15. 480.21
yンn 2363-59 31897〇, 2949.9 6181. 78.75 3762. 〇. 2363.59yンl 16070.98 1835372. 19713.4 23938. 311.98 1473〇. 〇. 16020.98
ノンT 18384.56 2154341. 22663.3 30119. 390.72 18492. 〇. 18384.56
アイN 2706.96 387366. 4422.0 10268. 121.55 7849. 14. 2706.96)3 16157.82 1853257. 20014.5 24676. 332.40 15468. 1. 16157.82
ナ1T 18864.77 2240601. 24456.4 34944. 453.94 23317. 15. 18864.77

•ノノタ シいンN 52.07 13742. 314.5 〇. 0.0 〇. 362. 52.07
いンL 1.06 167. 4.8 〇. 〇:.〇 U. 〇. 1.06
シ・ン! 53.13 13909. 319.3 〇. 0.0 〇. 362. 53.13
TON 1526.89 160572. 419.0 〇. 0.0 〇. 〇. 1526.89
ナンL 3756.60 332743. 1000.0 〇. 0.0 〇. 〇. 3756.60ノンT 5283.48 695315. 1419.0 〇. 0.0 〇. 〇. 5283.48
クイN 1578.96 174314. 733.5 〇. 0.0 〇. 362. 1578.96,3 3757.66 3329I〇• 1004.8 〇. 0.0 〇. 〇. 3757.66
,i T 5336.61 507224. 1738.3 〇. 0.0 〇. 362. /5336.61

い” < シインN 137«1.08 1919542. 132951.7 198386. 551.34 195059. 9747〇. 14223.54
シ・ンL 790.81 85413. 3347.2 14672. 121.M 13947. 91〇. 815.51シリ1 14571.88 2004955. 136278.9 213058. 672.96 209006. 9838〇. 15039.04
yンn 4127.84 505432. 5014.3 15245. 115.38 10292. 〇, 4127.84ナンし 21060.67 22769R4. 24755.? 59024. 550.37 43663. 〇. 21074.94ノンT 25188.51 2782415. 29769.4 74269. 665-74 53955. 〇. 25202.78
ケイN 17908.92 2424973. 137945.9 213631. 666.71 205351. 97470. 18351.387 < L 21851.47 2362397. ?bl02.3 736〇6・ 672.00 576I〇• 9I〇. 21890.44
1イT 39760.39 47873?〇, 166048.3 787327. 1338.71 262961. 9838〇. 40241.82

ライソm ぢクタいイソいう »イシ3ク ショう、イ卜"2うイ 5R0.32 166.2Q 0.U 760.62t* 209.61 1〇1・1〇 156.45 467.16トバ V30 622.41 27丄•2Q 156.45 1000.15
5 Pバつ 〃 ！ N ［ン1 ラン2打イハW・ブ ケン23クハ・ブ **•>^*27 ド”イ卜c ワリイ 17.57 0.0 0.0 63.33 57.25 453.94 0.0 1338.710.0 0.0 0.0 6.23 8.04 19.94 0.0 501.37卜う、いう 14.OS 0.0 0.U 56.89 55.46 383.09 0.0 1509.65
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表2 — 7 中グループの集計結果

いチ］うク・,ーフ・=A
メーい ”イい 3093¢りイハ・ブ シ・ンN 11225.89 1546277. 106136.6

いンL 5め•86 56422. 2504.0シ・ンT 11729.74 1602699. 108640.6
y > n 0.0 〇. 0.0,ンL 0.0 〇. 0.0yンt 0.0 〇. 0.0
,イN 1546277. 106136.6,イL 、〇5.86 56422. 2504.0>イr 11/29.74 1607699. 108640.6らクハ・つ ソ・ンN 0.0 〇. 0.0ンsンL 0.0 〇. 0.0ン・ンT 0.0 〇. 0.0
,ンN 0.0 〇. 0.0>ンL 0.0 〇 . 0.0ナンT 0.0 〇・ 0.0
ッイN 0.0 〇. 0.0)3 0.0 〇. o.nケイT 0.0 〇. 0.0ソノ ク ン・ンN 0.0 〇. 0.0シ・ンL 0.0 〇. 0.0シ・ンT 0.0 〇. o.n
T > N 0.0 〇. 0.0ランL 0.0 〇. 0.0ノンT 0.0 〇. 0.0
ヴィN 0.0 〇. 0.0>3 0.0 〇. 0.07イT 0.0 〇• 0.0コ・”イ ン・ンN 11225.89 1546477. 106136.6シ・ンし 503.86 56422. 2504.0
いン! 11729.74 1602699. 108640.6
J > N 0.G 〇. 0.0ランL 0.0 〇. 0.0
fン! 0.0 〇. 0.0
7 < N 11225.89 1546277・ 106136.67 < L 505.86 55422. 2504.0
•JイT 11729・ 74 16026り9・ 108640.6

ライソ・うリン 。クタ•イソ・う "イシ3ク卜うるハ・ラライ 515.87 144.07 0.U202.48 44.01 151.87卜” ゝ53.27 141.98 151.67
,ン1 『ン1N ケン17*1卜う”LW U.0 0.0 0.Uじいンイクリ】シ 〇.。 0.0 0.0卜r tnつ 0.0 0.0 0.0

シ】r)ノつリヨう シ】ハ•ブラ・イ ソラメン180ゝ21・ 462.36 178033. 79815. 11624.25Q260. 53.51 904〇• 848. 503.86189781. 515.87 187079. 80663. 12128.11
〇. 0.0 〇. 〇. 0.0〇. 0.0 〇. 〇. ,• 0.0〇. 0.0 〇. 〇. 0.0

180521. 462.36 178033. 79815. 11624.25926〇• 53.51 9046. 8". 5Q5.86189781. 515.87 187079. 80663. 12128.11
〇. 0.0 〇. 〇. 0.0〇. 0.0 〇. 〇. 0.0〇. 0.0 〇. 〇・ 0.0
〇. 0.0 〇. 〇. 0.0U. 0.0 〇. 〇. 0.U〇, 0.0 〇. 〇. 0.0
〇. 0.0 〇. 〇. 0.0〇. 0.0 〇. 〇. 0.0〇. 0.0 〇. 〇. 0.0
〇. 0.0 〇. 〇. 0.0〇. 0.0 〇. 〇. 0.0〇. 0.0 〇・ 〇. 0.0
〇. 0.0 〇. 〇. 0.0〇. 0.0 〇. 〇. 0.0〇. 0.0 〇. 〇, 0.0
〇. 0.0 , 〇. 〇・ 0.0〇. 0.0 〇. 〇. 0.0〇. 0.0 〇. 〇. 0.0180521. 462.36 178033. 79815. *11624.25926〇• 53.51 9046. 848. 、〇3.86189781. 515.87 187079. 80663. 12128.11
〇. 0.0 〇. 〇. 0.0〇. 0.0 〇. 〇. 0.0〇. 0.0 〇. ・ 〇. 0.0180521. 462.36 178033. 79815. 11624.25926〇• 53. 51 9046. 8も8・ 503.86189781. 515.87 187079. 80663. 12128.11

ショうツイ659.94398.3684 7.12
テン2わイハ・り ノン2?クハ・'ウ t**0n*^7 m0.0 0.0 0.0 0.0 659.940.0 0.0 0. U 0.0 398.360.0 0.0 0.0 0.0 847.1?
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(4) 個別印刷指定コード

全体での印刷様式指定で小グループの集計だけ出力したり計画区全体の集計だけを 

出力するとき,一部の重要な小グループについては詳細な情報を得たいときなどは, 

全体での印刷様式指定とは別に個々の小グループについて印刷様式を指定することが 

可能である。

コード=1:個別印刷様式の指示がある。

コード=。 :個別印刷様式の指示はなし。

(5) 組み合せグループの印刷様式コード

組み合せグループを指示したときの印刷様式を指示する。

コード=1:計表のみの印刷

コード=2 :齢級別森林現況の印刷。

コード=〇 :組み合せ指定はない。

@ 印刷様式指示パラメータのカード

/'' J111' ■ ■* 1111 u |M11 j1111 r11111"1111 ■1 r1" I ■ ■111 ■" ■ | | ■ ■ ■ ■ | " I ■ ■ ■ ■

厢始分期終了分期全体指数個洲腕組み合E

印刷 (515)

2. 8. 3 個別印刷指定の見出しカード

個別印刷様式の指定をするデータの始まりを示す。

@ 個別印刷指定の見出しカード

8
| ■1■ • I * •1■ I.............I . H | . I M | , I ! | ! < I .

I ： (A8)

2. 8. 4 個別印刷指定データ

(1)印刷様式指定コード

個々の小グループの印刷様式を全体指定とは異なった形にしようとする場合に用い 

る〇

コード=1:小グループの齢級別現況の出力。

コード=2 :小グループの計表のみを出力。

一 39 —



⑵小グループ名

該当する小グループ名を記入する。1枚のカードに最大7つの小グループ名が記入 

できるが,連続した小グループの場合は先頭の小グループ名のっぎに8個の・を記入 

し,そのつぎに最後尾の小グループ名を記入すれぱ,間に挟まれるグループ名は省略 

できる。なお小グループの順序とは管理ファイルでの小グループの入力順序である。

((15, 7 (2X, A8))

©- 2個別印刷指定データの例

I Iスギーカイ3 ヒノキーカイ!カラマツーガイ !

個別印’小グZレープ・名’小グルーフ必小グノレープ名 

刷様式

©-1 個別印刷指定データ

6 10 _ 13____20 23 _____30 33 ____ 40 43 ____50 53 _ 60 _63____70 73 _80

讎コード

1., , 、 1 11 1 1 1 1 • "1'1" 1 1 1 1 1 I 1 I i 1 1 1 1 1 1 » * 1 1 1 < « 1 1
___________ J

I < 1 » 1 1 I 

___________ ;

亩刷瞄 小グノ―プ名 小グループ名 小グループ名 小グ・ノレープ名’ 小クZレープ名
I 

小グループ名 ］、グループ名

範一 3 個別印刷指定データの例(小グループが連続する場合)

21
’個別印’小グルーラ幺・小グループI 
刷板式 の連続を示

す記号

2. 8. 5 組み合せグループの指定の見出しカード

組み合せグループのためのデータが始まることを示すカード。

@ 組み合せグループ指定の見出しカード

5
I • • « 1 I 1 I > » p I I I I

(A5)

2. 8. 6 組み合せグループの指定データ

(1)組み合せグループ名

幾つかの小グループを組み合せた形で出力したときの,タイトルを8文字以内で記 

述する。なお出力結果の中には,どの小グループが組み合わされているかを示すリス 

卜も含まれる。

-4〇-

⑵グループ数

組み合わせる小グループのグループ数を記入する。

⑶小グループ名

組み合わせを行う小グループ名を記入する。組み合わせを行うグループ数が多く,

2枚以上のカードに小グループ名が続くときは,個別印刷と同様に先頭と最後の小グ 

ループ名の間を8つの*でつなぐ。なおー^の小グループが同時に2つの組み合せグ 

ループに入ることはできない。したがって,ある小グループを2つの組み合せグルー 

プに入れて合計したいときは印刷するためのプログラムを2度実行する必要がある。

⑫-3 連続した小グループの組み合せ例

©-2 紐み合せグループのデータ例

x^4^,|/,,,3|,,,,ll| ,̂l"" ［蛙’5’ ''' 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1組み合せ勿レー晃 財、グノいブ£

,グノーブ名

’彻レ 膈一名

ヒノキカイノヾンTハ8|

組み合せグループ数 

グループ名・

F ノキ1 
万、グノレ

小グノ u—Tto 
連続を示す 

記号

ヒノキ8:二 

小グル-ブな

ZZZZ I ■ ■ ■ ■ I ' ■ ■ ■I ■ ■ ■ ■ I ■ ■■■ I

' (A 4)

2. 8. 7 印刷様式,組み合せなどのデータ終了を示すカード

@印刷様式,組み合せなどの終了を示すカード

AENbll,,l,l,,,,l,,l,llUllIU>|lH4llll|lllllltllllHl

P (A4)

2. 8. 8保続計算結果出力の終了を示すカード

@ 保続計算結果の出力データの終了を示すカード

-41-



•
9

錦

•
s

M
E

r
s
 

ミ

•9
*

•S
IS  

V-
ミ G

へL

・
a
ぐ・H

ト・M
C\6

『

ハヘ VCMCCM*

•
00) 

•M

 
•

〇CSE2

U

f
>
m
a

ミ

z  

•
二I  

•
6
9
2  

d
/
r

o
n
:

〇
4- 

G2
・へ
X
L
 

V-E

匕ーe

よ 

KI I1 9
♦ 〇 a

〇
1 • 
〇

♦6 ni

〇 〇 〇 6 II
I! 〇・29

I < 〇8 z
T 9 Z

1 sI c 
r 
r

> 〇
ヽJ

'T 
〇I n

0000
s

CO 
〇

〇

96
〇9

〇

〇

〇

〇

〇

〇

co
〇〇

〇9

00 
〇

〇

96
〇

〇 〇 〇 〇 〇 C> 〇 T 
〇 CO nJ

〇96 CO 19
75

8. )9J s> 6
、い

• 6 〇

I 
〇I

00T
z
I nj
c* I

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

I
〇I

00T
ru
I rxi
s
〇 I

*■ a 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

c
c

» 〇

» 〇

〇〇 9
CO

h-6
in ru

rv 
〇

z 
z

h- T
〇

oc1/
X r

> 9
>ヾ

)6 \

Z 2
M m

よ 

ru
• m i

■ KI in2
• 

〇
■

〇
•

〇 6
2

• m I
• s in 2

〇 〇 〇 〇 〇 〇» 〇 I 
〇 co fM

2 9 
〇 
〇

> •〇1 S> 6
»い

c m ぐ 2
〇

c K)
nj

•〇

in 
〇 I

〇

〇

〇

〇

〇

〇

9Z
S
〇

〇 s
CM

s9
in 
〇

〇

〇

〇

〇

U
〇

Z CO
9 m ru <nI

I

15
58

8.
3 9 9

9 r*. K>I
〇 
〇 2

h-
2 
〇rjT

s
s 
〇 co

| I
S2

1
S co9

tnm
r\J 
卜

9 in
〇

i I
*n h.

〇

〇

〇

〇

〇

〇

in m
OJ h-

9 in
〇

i T
K» K

〇 〇 〇

6
9
〇T

7 i 〇

〇I

〇

〇

〇

〇

〇

〇

6
m cI

s
9I

F

C S
I
卜T

2 00
ru I9

I
〇〇

〇 
ひ
9

〇 
い

9r\J9

い T
Z 9 6

〇6 r-7 co
い 
い6

z
〇

〇T

9 in
99 I

〇

〇i

tn 
〇

6I I

〇2
61

〇 9
00 gi

K i
T2 l
宀g

〇

H
〇999

〇 〇 〇 T fu 
い 
•〇

6
I

〇 9 ヾ
9

〇 I 2 K» ** v-» 9 4 CC 〇 c I I r 2I K»I
i
N
ハ t

-J
・ヽ i

i
n t

Z
・ゝ

4

-J
•ゝ

4
•ヽ

4

z 
v- 
人

-J
V-
人

1
V-
人

f\lv

・
 

I
V  

”
 

・
一
苦;

せ 

。若

g
g
g
g
g
r
L
e
 

ヽ
・、・・・ヘ aoN

llln s
s
s
s
s
 

呈
昼
〇
卜
—
ミ
奴
め
庇
ぐ
栗 

8  
—
co
痢

42

/AEND 一
/ •=—.：=._- 一 :— ‘= / 個別印刷
/I スギ 1 スギ3 *****•)(・米・ スギ8 」様式データ

/コベツインサッ

/1 5210 ^
インサツヨウシキ

図2 -10個別印刷指定があるときのカードセット例

/AEND
：7利み合せ 

万ギカイヨウ T スギ1 *******・ スギ6 スギ9 .クノ-’冴一夕

ノクミアワセ

/2 6 3 〇 2 
ZFンサツヨウシキ

図2 -11 組み合せグループのデータセット例

AEND

ZAEND
/もノキカイヨウ

上E力人ヨウ 6 スギ・*****

,クミアワセ

/I 3 3 0 2

/2 ヒノキ1ヒノキ2
/1スギ2スギ3 ____

くコベツインサッ
/1 3 11 0/aend

/1 3 2
/インサッヨウシキ

7個別印刷
J様式データ

図2 -12保続計算結果出力のカードセット例
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2. 9 保読計算実行のためのカードセット

保続計算のためのシステムはつぎの4つのサプシステムに別れている。

1. 基本データ入力サプシステム(PASS1)

2. データファイル作成サブシステム(PASS 2)

3. 保続計算実行サブシステム(PAS S 3)

4. 保続計算結果出力サプシステム(PAS S 4 )

これらのサブシステムは各々独立になっており,必要に応じて適宜使用する。

2. 9.1 基本データ入力サプシステム(PASS1)

原収穫予想表データ,小グループの施業方法を指定する管理ファイルデータ,森林現 

況を表わす森林ファイルデータからなる,保続計算を実行するための基礎的な情報をシ 

ステムに入力するサブシステムである。このサブシステムは保続計算の開始時期に一度 

実行すれぱ,その後は計算終了時まで実行する必要はない。なお,施業方法の部分的な 

修正が計算の途中段階で必要となったときは,PASS1を再実行する。

/¥FD UIN = *
/¥FD PRGLIB=DA, FILE = AMANO03. MAEBASI.LOAD

/¥ EX PASS1 ~

/¥AJOB,

※名古屋方式では下線部の部分がNAGOYAとなる。

図2 —13基本データ入力サブシステム
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2. 9. 2 データファイル作成サブシステム(P AS S 2)

保続計算に必要な中問ファイルの作成を行うサブシステムであり,第1分期の計算を 

行う前に必ず実行せねばならない。したがって,途中の分期まで保続計算が進んだもの 

の,その後不都合が生じて第1分期から再計算に入らねばならないときは,再度このサ 

プシステムを実行する。

/¥ JEND
/¥FD UIN = *

/¥FD PRGLIB = DA, FILE = AMANS3. MAEBAS I ・ LOAD
/¥EX PASS2

/¥AJOB,

※ 名古屋方式では下線部の部分がNAGOYAとなる。

図2 —14 データファイル作成サブシステム

2. 9. 3 保続計算実行サプシステム(PASS 3)

実際に保続計算を実行するためのシステムであり,伐採割当指示データを与えて各中 

グループ,小グループの伐採量を算出する。

/¥JEND
二一 データ

/伐採割当指示データ

/¥FD UIN=*
[¥FD PRGLIB = DA7~FI LE = AMANO© 3. MAEBASJ,« LOAD

/¥EX PASS3
/ ¥AJOB

※名古屋方式では下線部の部分がNAGOYAとなる。

図2-15保続計算実行サブシステム
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2. 9. 4 保続計算結果出力サブシステム(PASS 4 )

保続計算結果を出力するサブシステムであり,出力するための計算結果はPASS 3 

が実行された分期についてはシステム内に記憶されているので,必要なときにこのサブ 

システムを実行することにより,取り出すことができる。

/¥JEND

户刷様式指示データ

/¥FD UIN = *
/¥ FD PRGLIB = DA, F I LE = AME B A S I ・ LOAD”

/¥EX PASS4
/¥AJOB

※名古屋方式では下線部の部分がNAGOYAとなる。

図2—16保続計算結果出力サブシステム

2. 9. 5 サプシステムの実行I傾序

各サプシステムの実行順序を図2 —17に示しておいた。PAS S1,PAS S 2,

PAS S 3, PASS 4と実行していくのが基本だが,より望ましい計画案に修正する 

ため何度も再計算を行うのが通常の利用の仕方である。そのときは再計算に入る分期に 

応じてPASS 2を実行したり,あるいはPASS 3の先頭にある分期のパラメータで 

再計算の開始分期を指示したりする。
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図2 —17各サブシステム実行の流れ図
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